
ピエゾの微細振動により硬組織のみ選択的に繊細な切
削が行えます。軟組織への侵襲が少ないので手術の
クオリティを向上させ成功率を高めます。ハイパワー
かつ長時間（3 時間以上）連続使用が可能です。

口腔外科手術の新スタンダード

令和 �年度診療報酬改定により、「超音波切削機器加算」が新設され、保険適用されます！（加算点数：�,��� 点）　
※ただし、下記区分の手術のみに適用
区分番号Ｊ０６９（上顎骨形成術）、Ｊ０７５（下顎骨形成術）及びＪ０７５－２（下顎延長術）に掲げる手術に当たって、超音波切削機器を使用した場合に加算する。

サージボーン (SURGYBONE) が保険適用になりました。

硬組織のみを

精密に切削

歯科用切削器
ハイパワーピエゾエレクトリックデバイス　サージボーン
歯科用切削器
ハイパワーピエゾエレクトリックデバイス　サージボーン
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サイナスリフトテクニック、ソケットリフト、リッジエクスパンション
テクニック、ブロックボーンの採取などの精密な口腔外科手術に。
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　ピエゾエレクトリックデバイスの微細振動は、硬組織には力が
作用するが軟組織には作用しないため、上顎洞底拳上術や血管や
神経のある部位の手術に非常に有効な骨切削機器です。

〈骨切削器具の比較〉

歯科用ソー 歯科用バー 

ピエゾエレクトリックデバイス

20~60 μm

60~200 μm

6 枚のピエゾ素子を搭載︕

超音波振動

  「サージボーン」のハンドピースには 6 枚のピエゾ素子が内蔵さ
れ、独自の冷却機構が搭載されています。これにより 3 時間以上
連続使用することができます。これらのピエゾ素子は 25,000 ～
35,000 Hz で振動し、先端のチップを三次元に振動させます。

硬組織のみ、選択的に切削できる

3 時間以上の連続使用が可能

まるで定規で線を描いたような正確な切削
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22300BZX00102000
歯科用切削器 
歯科用多目的超音波治療器
サージボーン （SURGYBONE） 

AC 100 V (50/60 Hz) 
170 W 
25 ～ 35 kHz 
200 μm 
0 ～ 50 mL/min 
4.9 kg 
Ｗ 340 × D 266 × H 170  

Pwr Ult Vibra Water

50 段階の出力パワー調整、10 段階の振動間隔調整、
100 段階の水量調整ができます。

フットスイッチ

ハンドピースハンガー

本 体

調整ボタン

トルクレンチ 滅菌トレー

〈付属品〉

イリゲーション
チューブ
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